
   

 

 

 

 

 

  

 

○生徒の実態 

→本校の教育課題 

○保護者・地域の願い 

○時代や社会の要請 

校訓「自律・勤勉・友愛」の精神のもと、未来社会を生き抜く 

知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成 

 

「子供たちの成長を支えるとともに、 
教育で地域を支え、地域に支えられる学校」 

★生徒が安心して学ぶことができる学校 

★さわやかな挨拶と歌声が響く学校 

★美しく整備された学校 

★保護者や地域の声に耳を傾け、信頼される

学校 

★教職員がやりがいと誇りをもつことがで

きる学校 

★高い危機管理意識・行動を土台にした学校 

★常に挑戦と改善を続ける学校 

「互いに認め、支え合う仲間をつくり出せる生徒」 
☆自らの長所で、仲間の短所を補える生徒 
☆粘り強く、自ら考え、正しく判断し、行動できる生徒 
☆自分の考えを表現できる生徒 
☆未来社会や将来を見据え自ら学び努力する生徒 
☆人権尊重の精神に富み、礼儀正しい生徒  
☆心身ともに健康で強い意志をもつ生徒  

「信頼・責任・協力の精神に支えられた創造的で明

るい教職員集団」 

★生徒の成長を支える教職員集団 

★生徒の心と体の変化に気づく教職員集団 

★生徒が自らの思いを打ち明けられる教職員集団 

★熱い使命感と向上心、高い専門性をもつ教職員集団 

★互いに支え合い、研鑽し合う教職員集団 

★高い危機管理意識を土台に行動できる教職員集団 

１ 確かな学力・体力の向上 

『一時間一時間の授業が教師の生命線』 
『豊かな教職ライフ実現のための授業力向上』 
① 学力・体力向上推進委員会の３部体制の充

実による組織的・計画的な取組 
・わかる授業づくり５つのポイントを日常化した授
業づくりと授業研究会の活性化 

（「めあて、まとめ、振り返り」学習の流れの定着） 
② 生徒の主体的学びを実現する学校教育の

創造 
・学習指導要領に則り、教科等に応じた「見方・考
え方を働かせる」授業の実現 

・個別最適化、協働的な学びの実現 
・曽根中ブラックボックス授業（生徒の多様な考え
方が生まれる話し合い活動）の実施 

・ＩＣＴ機器を活用した授業の実現 
・ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の視点に立った授
業づくりの充実 

③  未来に向け持続可能な学習習慣・運動習
慣等「学びの基盤づくり」の充実 

・「コツコツが勝つコツ」のキーワードの定着 
・家庭学習習慣の定着と質の向上 
   →イチコレノートの取組の一層の充実 
・生徒による学び方講座の実施 
・文化発表会における「好きなことプレゼンテーシ
ョン」の設定 

④ 豊かな学校・学習環境の創造 
・生徒の学びに繋がる、学びの足跡がわかる掲示物
の充実 

・ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の視点に立った授
業づくりの充実 

２ 心の育ちの推進 

＜国・市の動向＞ 
・学習指導要領 

・北九州市各種教育プラン 

 学力・体力向上アクションプラ

ン、業務改善プログラム等 

・ＳＤＧＳの視点を踏まえた取組 

・ＧＩＧＡスクール構想 

３ 社会や世界、生き方との関わり
を生かした教育の推進 ① 自己実現を目指す積極的な生徒指導 

 ・毎週定例の生徒指導委員会→情報共有の促進 
 ・いじめ（の芽）事案への速やかな対応 
 ・長期欠席生徒へのきめ細やかな対応 
 ・ステップアップルームを活用した、個に応じた学び

の実現 
 ・生活アンケートの実施と活用 
・組織的・機動的な生徒指導体制の確立 

② 特別支援教育の充実 
・学びのＵＤ化と合理的な配慮についての理解と実践 
・個別の指導計画等の確実な作成と引継ぎ 
・他機関と連携した個別の支援 

③ 自律した生徒を育てる特別活動等の充実 
・目的意識の明確化→学年・学級目標の設定 
・あいさつ運動等生徒会の取組（小中連携の取組） 
・人間関係づくり、学級集団づくりを促進する学級活
動の充実 

④ 思いやりの心の育成や規範意識の醸成 
・「考え、議論する」道徳科授業づくり 
→特別な教科道徳の質の向上 

⑤ 非行防止・薬物乱用防止、暴追、情報モラ 
ル等の取組の充実  

⑥ 確かな人権感覚をはぐくみ、人権意識の高
揚を図る人権教育の推進 

・新版「いのち」、「北九州市子どもつながりプログラ
ム」等を活用した授業づくり 

・「明日への伝言板」等を活用した人権週間の取組と人
権講演会等の実施 

① 防災・減災教育の充実  
・ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）やＤＩＧ（Disaster 

 Imagination Game）等の実施 

・不審者に対応した避難訓練の確実な実施 

② 読書活動の充実を図る学校図書館教育の推進 
・学校図書館の更なる活用促進 

・朝の１０分間読書など年間を通した読書活動充実のため

の取組 

③ 望ましい勤労観・職業観を育成するキャリア教
育の推進 

・系統的且つ早期から始めるキャリア教育 

・地域人材等の話から自分の生き方を考える「生き方講座」

の実施 

④ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を意識した活
動の充実 

・社会に目を向けさせる学習や掲示等の充実 

⑤ 地域に根差した教育遺産の伝承 
・Ｍｒ.Ｔ藤田哲也、曽根干潟、かぶとがに等、地域の歴

史や資源、人材の活用 

⑥ 日本の伝統文化を尊重する教育の推進 
・国語科の書初め大会、百人一首大会 

・音楽科の箏曲学習・家庭科の着付け学習 

⑦ 健康・安全教育の推進 
・健康：感染状況に対応したコロナ対策の実施 

・安全：災害種に対応した防災訓練 

・地域と連携した交通安全対策 

 

４ ポストコロナ時代における小・中連携一貫教育の推進、保護者・地域との連携及び学校評価の充実 

＜小・中一貫連携教育の推進＞ 

・小・中合同研修会（教員相互の授業参観） 

・９年間の育ちを支える小・中ルー

ル・学びづくり 

・小中連携だよりの学期一回の発行 

・３校校長会議、実務者会議の充実 

＜保護者・地域との連携＞ 
・『北九州市型コミュニティ・スクール』への円滑な移行
→学校運営協議会の設置と地域学校協働活動事業との連
携→運営協議会での熟議の実施 
・学校からの情報発信の強化（校長ブログ、各種通信、保
健だより、ＨＰ、保護者メールの活用促進） 

・学習参観・体育大会・文化発表会（発表週間）・講演会
等、教育活動の充実と、新しい形の学校行事の創造  

・積極的な保護者連絡と家庭訪問 

 

＜学校経営ビジョンの共有とＰＤＣＡ
サイクルの確立 

・学校経営に関する速やかな情報共有 

・具体的な目標設定「何を、いつ、どのよう

に」→管理職や主任層の指導性の発揮 

＜学校評価の充実＞ 
・学校自己評価と関係者評価の実施（４月、

７月、１２月） 

◎危機管理体制・対応の徹底 
＜クライシスマネジメント＞ 
・危機管理の「サシスセソ」 
・常に「一つ上」の対応 
・「ほう・れん・そう・かく（報告・連絡・
相談、そして確認）」 

・記憶より記録 

＜リスクマネジメント＞ 
・感染状況に応じたコロナ対応の徹底 
・いじめアンケート、教育相談の充実 
・適切な大きさの声で、適切な言葉づかい
で生徒と接する 

・おかしいなと思ったら声を上げる「炭鉱
のカナリア意識」の醸成 

 

◎ワークライフバランスの推進に向けた業務改
善の推進（特に事務の効率化） 
・あらゆる教育活動について選択と集中を検討する。 
・在校時間の短縮→１９時半以降の家庭連絡・訪問の
自粛（留守番電話１７時以降の活用） 

・毎週水曜日の部活動休養日及び定時退校日、完全下
校時刻の遵守（夏場１９時００分） 

・各種校内研修・会議の水曜日設定及び５校時下校の実施 
・学校予算の効果的な執行→特に、事務処理関係機器、

ＩＴ関連機器の積極的導入 

 ・部活動の合理的な練習計画、適正な休養日の遵 

・学校事務職員の学校経営への参画促進 

・授業連絡を学級ＴＥＡＭＳへの画像アップロードで

行う。 

◎教職員曽根中プライドの実現 
～時を守り、場を清め、礼を正す～ 

・教育公務員としての自覚とプライドをもち、不祥事撲

滅（体罰・不適切な指導・飲酒運転等）に努める。 

・社会人としてのマナーを忘れない（時間厳守、言葉遣い等） 

・個々の特徴や強み、ベテランの知恵と若手の豊かな発

想力で支え合い、共に学び合う風通しのよい職場をつ

くる。（同僚性の構築） 

・自らの心と体の声を聴いて健康管理に努め、早めの受

診と健康的な生活習慣作りに励む。 

・クリアデスク（帰る時は机上をすっきり）で、仕事の無理・

無駄・ムラをなくす。 

・ＰＣ内もクリア（月１回の共有フォルダ等の整理） 

 

 


